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１ 出火日時 

12 月○○日 午後 8 時○○分 
 

２ 火災概要 

住人が，住宅用火災警報器の鳴動により，住宅台所に設置してあるガスこんろのグリ

ルから火が出ているのを発見。その後，住人はガスを閉鎖し 119 番通報，続けて水を

掛け初期消火を実施，火災は最終的に駆けつけた消防隊により消火された。焼損物件は，

ガスこんろ及び換気扇フィルタとなった。 
 

３ 原因概要 

グリル受け皿にグリル敷石を入れて利用していたが，１カ月程度交換や清掃がされて

おらず，グリル敷石には調理に伴い発生した油脂等が付着し黒く変色していた。出火当

日，住人はいつもどおりグリルで調理したが，たまたま火を消し忘れ，これらグリル敷

石に付着した油脂等に着火，火災に至った。 
 
※ グリル敷石（又は「グリル石」）とは，水の変わりにグリル受け皿に敷きつめれば，調理

時の油や汁を吸収し，消臭や焼き上がりに効果があるとして市販されている商品です。手

入れについても，油が付着し黒く変色した部分を交換するだけでよく，グリルの手入れが

簡単になるという触れ込みになっています。ただし，商品説明にあるとおり，脂分を含み

変色した部分は都度交換しなければ，火災に発展するおそれがあります。また，ガスこん

ろ自体がグリル敷石の使用を禁止している場合もありますので，ガスこんろの取扱説明も

十分な確認をお願いいたします。 
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ガスこんろのグリル敷石未交換と消し忘れによる火災

▲グリル焼損状況 ▲グリル内の状況。グリル敷石が黒く変色
している。 


